
令和９・10年度
佐賀県建設工事等入札参加資格制度について

～評定要領の策定の検討～
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建設業者説明会
５月22日 佐賀会場
６月３日 武雄会場

佐賀県建設・技術課



本日の説明項目

○評定要領策定スケジュール

・Ｒ７・８年度評価項目（主観点）
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○入札参加資格制度の概要について

・「Ｒ９・10評定要領」策定のスケジュール

・経営事項審査（客観点）の内容・技術等評価点（主観点）の内容

・入札参加資格審査（等級格付）の概要

・各等級の定数と基準点



❖等級格付けとは

○１１業種は順位制

業者の技術力・経営力と、県の施策への取組等を評価。

 客観点（経営事項審査） 主観点（技術等評価点）＋ 総合点数＝

９割 １割

級外

Ｃ級

Ｂ級

Ａ級
（上位等級は順位制、  最下位等級は基準点制）

土木一式、建築一式、とび土工、電気、
管、鋼構造物、塗装、造園、舗装、機
械器具設置、電気通信

大工、左官、石、屋根、タイル、鉄
筋、しゅんせつ、板金、ガラス、防
水、内装仕上、熱絶縁、さく井、建
具、水道施設、消防施設、清掃施
設、解体

級外

登録

○１８業種は登録制

基準点 基準点

入札参加資格審査（等級格付）の概要について

・発注規模に応じて、技術力・経営力を有する適正な業者を選定できるよう、 事前に審査したうえ
で登録し、ランク分け（Ａ級、Ｂ級 など） する仕組み。
・入札参加資格は２年間有効であり、２年毎に資格審査（等級格付）を実施

❖客観点と主観点で点数付け

❖等級の格付け方法
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経営事項審査（客観点）の内容

技術等評価点（主観点）の内容

区 分 評価内容

経営規模 年間平均完成工事高（工事種類別）、自己資本額など

経営状況 企業の財務状況（利益率、自己資本比率、利益剰余金など）

技術力 技術職員数、年間平均元請完成工事高（工事種類別）

その他（社会性等）
労働福祉の状況、建設業の営業年数、防災活動への貢献の状況、知識及び
技術又は技能の向上に関する建設工事に従事する者の取組の状況など

区分 評価の目的・対象 評価内容

技術的要素 公共工事の品質確保を図るため、
建設業者の技術力を評価

県工事の施工成績、優良工事に対する
知事表彰等の表彰実績、施工管理に関
する技術力及び資質の向上のための継
続学習実績（CPDS、CPD）等

県の重点施策
への取組

建設業を取り巻く課題の解決につ
ながるような事項について、県の
重点施策への取組状況を評価

女性の活躍推進や子育て支援、障害者
や若年者の雇用等について企業の取組
を評価

その他 行政処分等

・ 経営事項審査の評価項目、配点等は国が全国共通に定めたもの。

３



Ｒ７・８年度評価項目（主観点）

項目
（Ｒ７・８年度）

概要

技
術
的
要
素

工事施工成績 工事の施工成績を評価

優良施工知事表彰等 優良建設工事の知事表彰、県土整備部長表彰等を評価

技能士等の配置 技能士の配置を評価

継続学習（ＣＰＤＳ、ＣＰＤ） 技術者の継続学習を評価

建設業労働災害防止協会活動 建設業労働災害防止協会での活動を評価

県
の
重
点
施
策

女性の活躍推進及び子育て
応援

女性の活躍推進会議、子育て応援宣言事業所、「出会い結婚応援企
業」に登録し、取組を実施した場合に加点

若年者雇用
若年者（30歳未満）雇用を評価し、基準日までの2年間に卒業した県
内出身の新卒者を雇用した場合はさらに加点。
※産業技術学院新規卒業生は32歳未満も加点対象

障害者雇用 障害者の雇用を評価、法定雇用率未達成の場合は減点

不当要求防止責任者の選任 不当要求防止責任者を選任し、講習を受講した場合に加点

健康増進の取組
健康企業宣言を行い、「宣言証」のを受けた場合加点。また、優良企業
として認定され、「認定証」の交付を受けた場合さらに加点。

行政処分等 営業停止、指名停止、警告、指導等を受けた場合は減点
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各等級の定数と基準点

業種 特Ａ Ａ Ｂ Ｃ

土木一式 27者 77者 162者 基準点
７６０点

建築一式 45者 50者 基準点
７３０点

とび土工 27者 23者 基準点
７４０点

電気 20者 21者 基準点
７１０点

管 29者 59者 基準点
７８０点

鋼構造物 8者 8者 基準点
６２０点

舗装 38者 基準点
９３０点

塗装 14者 18者 基準点
６００点

機械器具 7者 基準点
６５０点

電気通信 10者 基準点
６８０点

造園 29者 35者 基準点
７１０点

その他の18業種 登録制（基準点６００点）

順位制
基準点制

１１業種
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「Ｒ９・10評定要領」策定のスケジュール
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事 項 内容等

5～
６月

建設業者説明会 5/22（佐賀市） ６/３（武雄市）

意見交換会及び
メールによる意見照会

○意見交換会
各土木事務所管内の建設業者（土木・建
築・造園）を 特Ａ・Ａ、Ｂ・Ｃの２グ
ループに分け、意見交換を実施する

6/3（佐賀地区）、6/4（唐津・伊万里地区）、
6/9（杵藤地区）、6/10（東部地区）

○メールによる意見照会
入札参加資格者あて意見照会を実施

7月 建設業界との意見交換
見直し素案を提示し、建設業協会等との意
見交換

8～
９月

最終案の庁内調整

佐賀県建設業審議会へ諮問 有識者会議（９月末を予定）

10月 建設業者への周知
県ホームページに新評定要領を掲載
入札参加資格者あて通知
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